
二
号
又
は
第
四
号
の
請
求
を
す
る
に
は
、
登
録
福

利
厚
生
会
社
の
定
め
た
費
用
を
支
払
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

二
号
又
は
第
四
号
の
請
求
を
す
る
に
は
、
登
録
福

利
厚
生
会
社
の
定
め
た
費
用
を
支
払
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

一
〜
三

（
略
）

一
〜
三

（
略
）

四

前
号
の
電
磁
的
記
録
に
記
録
さ
れ
た
事
項
を

電
磁
的
方
法
で
あ
つ
て
次
の
い
ず
れ
か
の
も
の

に
よ
り
提
供
す
る
こ
と
の
請
求
又
は
当
該
事
項

を
記
載
し
た
書
面
の
交
付
の
請
求

四

前
号
の
電
磁
的
記
録
に
記
録
さ
れ
た
事
項
を

電
磁
的
方
法
で
あ
つ
て
次
の
い
ず
れ
か
の
も
の

に
よ
り
提
供
す
る
こ
と
の
請
求
又
は
当
該
事
項

を
記
載
し
た
書
面
の
交
付
の
請
求

イ

（
略
）

イ

（
略
）

ロ

電
磁
的
記
録
媒
体
を
も
つ
て
調
製
す
る

フ
ァ
イ
ル
に
情
報
を
記
録
し
た
も
の
を
交
付

す
る
方
法

ロ

磁
気
デ
ィ
ス
ク
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
方

法
に
よ
り
一
定
の
情
報
を
確
実
に
記
録
し
て

お
く
こ
と
が
で
き
る
物
を
も
つ
て
調
製
す
る

フ
ァ
イ
ル
に
情
報
を
記
録
し
た
も
の
を
交
付

す
る
方
法

附

則

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

建
築
物
に
お
け
る
衛
生
的
環
境
の
確
保
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

建
築
物
に
お
け
る
衛
生
的
環
境
の
確
保
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
六
年
厚
生
省
令
第
二
号
）
の
一
部
を

次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

（
登
録
基
準
）

（
登
録
基
準
）

第
三
条
の
五

厚
生
労
働
大
臣
は
、
第
三
条
の
三
の

規
定
に
よ
り
登
録
を
申
請
し
た
者
が
次
に
掲
げ
る

要
件
の
す
べ
て
に
適
合
し
て
い
る
と
き
は
、
そ
の

登
録
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
条
の
五

厚
生
労
働
大
臣
は
、
第
三
条
の
三
の

規
定
に
よ
り
登
録
を
申
請
し
た
者
が
次
に
掲
げ
る

要
件
の
す
べ
て
に
適
合
し
て
い
る
と
き
は
、
そ
の

登
録
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

三

次
に
掲
げ
る
較
正
の
信
頼
性
の
確
保
の
た
め

の
措
置
が
と
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

三

次
に
掲
げ
る
較
正
の
信
頼
性
の
確
保
の
た
め

の
措
置
が
と
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

イ

較
正
の
業
務
を
行
う
部
門
に
管
理
者
が
選

任
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

イ

較
正
の
業
務
を
行
う
部
門
に
専
任
の
管
理

者
が
置
か
れ
て
い
る
こ
と
。

ロ
・
ハ

（
略
）

ロ
・
ハ

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

附

則

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

雇
用
保
険
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

雇
用
保
険
法
施
行
規
則
（
昭
和
五
十
年
労
働
省
令
第
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

（
代
理
人
）

（
代
理
人
）

第
百
四
十
五
条

（
略
）

第
百
四
十
五
条

（
略
）

２

事
業
主
は
、
前
項
の
代
理
人
を
選
任
し
、
又
は
解
任
し
た
と
き
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た

届
書
を
、
当
該
代
理
人
の
選
任
又
は
解
任
に
係
る
事
業
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
公
共
職
業
安
定
所
の
長
に
提

出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

事
業
主
は
、
前
項
の
代
理
人
を
選
任
し
、
又
は
解
任
し
た
と
き
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た

届
書
を
、
当
該
代
理
人
の
選
任
又
は
解
任
に
係
る
事
業
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
公
共
職
業
安
定
所
の
長
に
提

出
す
る
と
と
も
に
、
当
該
代
理
人
が
使
用
す
べ
き
認
印
の
印
影
を
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
〜
四

（
略
）

一
〜
四

（
略
）

３

事
業
主
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
提
出
し
た
届
書
に
記
載
さ
れ
た
事
項
で
あ
つ
て
代
理
人
の
選
任
に
係
る
も

の
に
変
更
を
生
じ
た
と
き
は
、
速
や
か
に
、
そ
の
旨
を
当
該
代
理
人
の
選
任
に
係
る
事
業
所
の
所
在
地
を
管
轄

す
る
公
共
職
業
安
定
所
の
長
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

事
業
主
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
提
出
し
た
届
書
に
記
載
さ
れ
た
事
項
で
あ
つ
て
代
理
人
の
選
任
に
係
る
も

の
に
変
更
を
生
じ
た
と
き
、
又
は
当
該
代
理
人
が
使
用
す
べ
き
認
印
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
速
や
か

に
、
そ
の
旨
を
当
該
代
理
人
の
選
任
に
係
る
事
業
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
公
共
職
業
安
定
所
の
長
に
届
け
出

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４
・
５

（
略
）

４
・
５

（
略
）

令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報
〇
厚
生
労
働
省
令
第
百
二
十
三
号

建
築
物
に
お
け
る
衛
生
的
環
境
の
確
保
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
四
十
五
年
政
令
第
三
百
四
号
）
第
二
条
第
一

号
ハ
の
規
定
に
基
づ
き
、
建
築
物
に
お
け
る
衛
生
的
環
境
の
確
保
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
五
年
九
月
二
十
九
日

厚
生
労
働
大
臣

武
見

敬
三

〇
厚
生
労
働
省
令
第
百
二
十
四
号

雇
用
保
険
法
（
昭
和
四
十
九
年
法
律
第
百
十
六
号
）
第
八
十
二
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
五
年
九
月
二
十
九
日

厚
生
労
働
大
臣

武
見

敬
三


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